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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年10月24日(2013.10.24)

【公表番号】特表2013-504751(P2013-504751A)
【公表日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2012-528391(P2012-528391)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/493    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/62     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/447    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/68    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/493   　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  27/62    　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３１５Ｋ
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３３１Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月4日(2013.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
【図１】本発明のマーカーの質量およびキャピラリー電気泳動の移動時間（ＣＥ－Ｔ）、
ならびに該マーカーのいくつかについての配列を示す図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
１．サンプル調製
　診断用のポリペプチドマーカーを検出するために、尿を使用した。健康なドナー（対照
群）および血管疾患に罹患している患者から尿を採取した。その後のＣＥ－ＭＳ測定のた
めに、限外ろ過によって、患者の尿に高濃度で含まれるタンパク質（アルブミンおよび免
疫グロブリンなど）を分離する必要があった。そこで、７００μＬの尿を採取し、７００
μｌのろ過バッファー（２Ｍ尿素、１０ｍＭアンモニア、０．０２％ＳＤＳ）と混合した
。この体積１．４ｍＬのサンプルを限外ろ過した（２０ｋＤａ、ザルトリウス社、ドイツ
、ゲッティンゲン）。１．１ｍＬの限外ろ液が得られるまで、遠心機を用いて３０００ｒ
ｐｍで限外ろ過を行った。
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